
大お
お

萱か
や

場ば

古こ

墳ふ
ん

（
西せ

い

陵り
ょ
う

町ま
ち

）

な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見
49

市
内
に
は
、
約
百
五
十
の
公
園

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
名
前

に
歴
史
的
な
由
来
を
も
つ
も
の
や

史
跡
を
公
園
に
し
た
も
の
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
厚
生
会
館
脇
の
宝ほ

う

田で
ん

公
園
の
名
前
は
、
宝
田
石
油
と
い

う
会
社
の
本
社
跡
に
造
ら
れ
た
こ

と
か
ら
き
て
い
ま
す
。
千
歳
二
丁

目
の
千
歳
公
園
は
長
岡
藩
主
の
牧

野
家
の
別
邸
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。
上
除
町
の
上
除
城
址
公
園
に

は
室
町
時
代
に
館
が
あ
り
、
土ど

塁る
い

の
跡
が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

古
墳
が
残
さ
れ
て
い
る
公
園
も

あ
り
ま
す
。
西
陵
町
の
西
陵
公
園

で
す
。
こ
こ
に
あ
る
大
萱
場
古
墳

は
「
横
穴
式
木も

く

芯し
ん

礫れ
き

室し
つ

」
と
呼
ば

れ
る
特
異
な
墓
室
を
持
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
例
は
六
世
紀
後

半
〜
七
世
紀
前
半
に
か
け
て
今
の

大
阪
府
を
中
心
に
近
畿
・
東
海
地

方
、
関
東
地
方
に
み
ら
れ
ま
す
が
、

県
内
で
は
大
萱
場
古
墳
だ
け
で
す
。

具
体
的
に
は
木
の
柱
を
組
ん
で
、

次
に
そ
の
柱
を
中
心
と
し
て
粘
土

や
こ
ぶ
し
大
の
礫
を
塗
り
固
め
て

墓
室
を
つ
く
り
、
遺
体
を
そ
の
墓

室
に
運
び
込
ん
だ
後
に
、
内
部
に

火
を
つ
け
て
火
葬
し
て
い
ま
す
。

ま
る
で
竃か

ま
ど

の
よ
う
な
仕
組
み
か
ら

「
竃
塚
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

火
葬
の
風
習
は
、
六
〜
七
世
紀

に
朝
鮮
半
島
か
ら
渡
来
人
に
よ
っ

て
伝
え
ら
れ
、
全
国
的
に
寺
院
が

つ
く
ら
れ
た
奈
良
時
代
に
普
及
し

ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
被
葬
者
が

い
ち
早
く
仏
教
思
想
を
取
り
入
れ

た
渡
来
人
、
も
し
く
は
そ
の
関
係

者
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

残
念
な
が
ら
地
元
に
は
こ
れ
に

か
か
わ
る
伝
承
は
な
く
、
長
岡
の

古
代
の
ミ
ス
テ
リ
ー
の
一
つ
と
な

っ
て
い
ま
す
。

▲大萱場古墳（西陵町）
７世紀初めころにつくられた古墳

です。直径約15メートルの円墳で、
墳丘の高さは約１～2.5メートル。内
部からは須

す

恵
え

器
き

の大
おお

甕
がめ

１点や平
ひら

瓶
べ

１
点、多数の鉄製品などが出土してい
ます（科学博物館で展示中）。
かつて信濃川沿いは、古墳の空白

地帯でしたが、今では市内でも大萱
場古墳のほか麻生田古墳群（麻生田
町）や七ツ塚古墳群（東片貝町）が
見つかっています。

（市政モニター・
片野るり子さん）

デザインフェアの開催などで、
最近は長岡もデザインに対しての
関心が高まってきたと思います。
デザインフェアの成果を生かし
て、これからどんな試みが展開さ
れるのでしょうか。今後の方向を
お聞かせください。

市民参加型のイベントで
デザインを身近に…
（回答：国際文化課

デザイン振興班）
長岡市では、平成６年以来毎年
デザインフェアを開催し、デザイ
ンマインドの育成や具体的なデザ
イン都市像の模索のためさまざま
な試みをしています。
平成10年度の国際デザインフェ
ア’98では、学生たちがワークショ
ップを通じて具体的なまちづくり
の提案をしたり、環境問題を意識
した空間づくりの実践を試みたり
しています。
また、平成11年度はより多くの
市民のみなさんがデザインにふれ、

考える機会として小学６年生を対
象としたポスターデザインづくり
のワークショップを実施してきま
した。
こうした市民参加型のデザイン
イベントを積極的に推進し、より
多くの市民のみなさんにデザイン
を身近に感じてもらうことが、デ
ザイン都市「ながおか」形成につ
ながる歩みだと考えています。
今後は、デザインフェアなどで
市民のみなさんに芽生えつつある
デザインへの親近感を、具体的な
事業に生かしていきたいと考えて
います。

市政へのご意見は「市長への手紙」でお寄せください。市役所１階案
内所、市民サービスコーナー、中央公民館、各地区公民館、各図書館に
置いてある「市長への手紙」のはがきをご利用ください。

通信10

ナガ
オカ

ネイチ
ャー

スコ
ープ

２月自然観察〇154

新潟県内に現在産する唯一のシロアリ目。
成虫の前翅と後翅の形状が同じことから等
翅目と呼ばれることが多い。名前のように
アリに近い仲間と考えやすいが、実際には
ゴキブリなどに近い。写真は冬季に朽ち木
の樹皮下から見つけた働きアリである。
本種も家屋害虫で甚大な被害を与えるが、
本種よりも害の大きいイエシロアリが暖房
の普及や温暖化とともに北上しており、県
内への進入が憂慮される。

ヤ
マ
ト
シ
ロ
ア
リ

山麓の林の中や木陰に生える多年草。根
茎の断面が黄色いため「黄連」と呼ばれる。
中国の黄連とは別種だが近い仲間にあたり、
どちらも薬用植物として知られている。
根茎にベルベリンという成分を含み、古
くから胃腸の薬として利用されてきた。栽
培もされる重要な薬用植物であるうえ、花
も愛らしいことから、各地で栽培品の逸出
を見ることがあるが、自然分布は日本海側
である。

オ
ウ
レ
ン

～デザインフェアの成果は？～

▲長岡デザインフェア’99の第２回デザイ
ン・ワークショップで

■■ 編編集集・・発発行行／／長長岡岡市市広広報報課課 〒〒994400--88550011 新新潟潟県県長長岡岡市市幸幸町町22のの11のの11 長長岡岡市市役役所所 ��00225588・・3355・・11112222
��00225588・・3399・・22227722 ■■ 平平成成1122年年22月月11日日発発行行

古紙配合率70％再生紙を使用しています



私
は
一
年
半
近
く
の
草
の
根
活
動
期
間

中
に
、
大
勢
の
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
市

政
に
対
す
る
率
直
な
ご
意
見
を
お
伺
い
し

ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
の
中
で
、

文
化
創
造
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
対
す
る
疑
問
の

声
が
際
立
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
計
画
を

白
紙
に
戻
す
こ
と
は
、
多
数
の
市
民
の
意

思
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
は
、
お
お

む
ね
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
ま
す
。

一

建
設
費
と
維
持
管
理
費
が
ば
く
大
で

あ
り
、
悪
化
し
た
長
岡
市
の
財
政
を
さ
ら

に
圧
迫
す
る
。

二

厚
生
会
館
は
、
使
用
料
が
安
く
気
軽

に
使
え
る
と
こ
ろ
に
良
さ
が
あ
る
。
立
派

な
ホ
ー
ル
に
な
る
と
料
金
が
上
が
り
、
使

い
に
く
く
な
る
こ
と
が
心
配
で
あ
る
。

三

長
岡
市
に
は
、
す
で
に
市
立
劇
場
と

リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
が
あ
り
、
こ
れ
と
同
じ

よ
う
な
機
能
を
持
つ
ホ
ー
ル
を
作
っ
て
も
、

中
心
商
店
街
の
活
性
化
に
必
ず
し
も
つ
な

が
ら
な
い
。

私
は
こ
う
考
え
ま
し
た

こ
れ
ら
の
ご
意
見
に
対
し
、
私
は
次
の

よ
う
に
考
え
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
建
設
費
は
実
施
設
計
段

階
で
約
百
三
十
億
円
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
中
央
図
書
館
の
六
倍
、
リ
リ

ッ
ク
ホ
ー
ル
の
二
倍
と
い
う
巨
費
で
す

（
下
欄
図
１
参
照
）。
国
や
県
の
補
助
金
は

公
園
整
備
費
の
約
六
億
円
分
し
か
期
待
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
地
方

債
（
借
金
）
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。長

岡
市
が
現
在
進
め
て
い
る
行
財
政
改

善
推
進
計
画
で
は
、
財
政
の
健
全
化
を
図

る
た
め
一
般
会
計
の
起
債
額
を
七
百
四
十

億
円
（
平
成
九
年
度
）
か
ら
七
百
億
円

（
十
四
年
度
）
へ
と
、
四
十
億
円
減
ら
す

計
画
で
す
。

こ
の
計
画
に
は
、
文
化
創
造
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
建
設
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

こ
の
ま
ま
建
設
す
れ
ば
地
方
債
を
減
額
す

る
と
い
う
こ
と
は
不
可
能
と
な
り
、
八
百

億
円
を
超
え
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。ま

た
、
現
在
の
厚
生
会
館
は
だ
れ
も
が

「
文
化
創
造
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は

白
紙
に
戻
し
ま
す

この報告へのご意見は「市長へ
の手紙」で広報課にお寄せくだ
さい。専用のはがきは各地区公
民館、図書館に備えてあります。
また、長岡市ホームページの
「市長への手紙」コーナーもご
利用ください。
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｃｉｔｙ.ｎａｇａｏｋａ.ｎｉｉｇａｔａ.ｊｐ
ＦＡＸは39・2272へどうぞ

森市長の
市政報告�２

２

図１ 建設費の比較

120

100
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60

40

20

（億円）

フォーラム
（見込み）

リリックホール
（平成８年11月開館）

市民体育館
（平成元年３月開館）

中央図書館
（昭和62年３月開館）

19.922.2

67.0

129.8

（公園整備費６億円自転車駐車場整備費
７億円を含む ）

「「
文文
化化
創創
造造
フフ
ォォ
ーー
ララ
ムム
をを

白白
紙紙
にに
戻戻
しし
たた
いい
」」。。

森森
市市
長長
がが
、、
そそ
のの
理理
由由
をを

説説
明明
いい
たた
しし
まま
すす
。。

▲長岡文化創造フォーラム（仮称）

市の財政事情 平成10年度

『起債制限比率 14.4％』
県内20市の中で、もっとも高
い数値です。
参考：新潟市11.1％

上越市12.1％
柏崎市10.9％

起債制限比率とは？
財政状況を表す指標のひとつ。
行財政改善推進計画では、15％
を上限と設定しています。
この値が20％を超える団体は、
地方債の発行が制限されます。 郵便はがき

９４０-８５０１
長
岡
市
幸
町
２
の
１
の
１

長
岡
市
役
所
広
報
課

市
長
へ
の
手
紙
係

普
段
着
で
使
え
る
場
所
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
や
市
民
体

育
館
が
整
備
さ
れ
て
利
用
者
は
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
平
成
十
年
度
は
二

十
三
万
人
の
利
用
者
を
数
え
、
市
立
劇
場

や
市
民
体
育
館
よ
り
も
大
勢
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
（
図
２
参
照
）。

そ
の
内
容
も
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
各

種
市
民
サ
ー
ク
ル
の
練
習
や
発
表
と
い
っ

た
活
動
を
は
じ
め
、
市
民
生
活
に
密
着
し

た
活
動
に
幅
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
も
、
お
年
寄
り
や
障
害
を
持
つ
人

な
ど
、
車
の
免
許
を
持
た
な
い
人
で
も
バ

ス
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
で
集
ま
り
や
す

い
と
い
う
立
地
条
件
を
備
え
て
い
ま
す
。

厚
生
会
館
は
市
立
劇
場
や
リ
リ
ッ
ク
ホ

ー
ル
と
比
較
す
る
と
料
金
が
安
く
、
気
軽

に
使
え
る
施
設
と
し
て
の
特
長
を
失
っ
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
て

市
民
の
多
く
は
中
心
商
店
街
の
活
力
が

失
わ
れ
て
い
く
こ
と
を
憂
い
嘆
き
、
何
と

か
活
性
化
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
多
額
な
税
金
を
投
入
す
る
こ

と
に
は
、
必
ず
し
も
賛
成
で
は
な
い
よ
う

に
思
え
ま
す
。
中
心
商
店
街
の
発
展
は
商

店
経
営
者
の
自
助
努
力
が
何
よ
り
も
重
要

で
あ
り
、
今
後
は
施
設
整
備
な
ど
の
ハ
ー

ド
面
だ
け
で
は
な
く
、
魅
力
的
な
商
品
、

消
費
者
の
立
場
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
面
で
の
対
策
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
市
民
が
多
い
と
思
わ
れ

ま
す
。

ま
た
、
厚
生
会
館
は
古
く
な
っ
た
現
在

で
も
年
間
二
十
三
万
人
も
の
市
民
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
運
転
免
許
を

持
た
な
い
「
交
通
弱
者
」
で
も
集
ま
り
や

す
い
と
い
う
立
地
条
件
が
あ
る
か
ら
で
す
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
条
件
を
生
か
し
、
市
民

が
利
用
し
や
す
い
施
設
に
す
る
と
い
う
こ

と
を
最
優
先
に
整
備
す
る
な
ら
ば
、
も
っ

と
大
勢
の
市
民
の
利
用
が
見
込
め
ま
す
。

そ
し
て
、
市
民
の
支
持
を
得
た
施
設
は

必
ず
中
心
商
店
街
の
活
性
化
に
寄
与
す
る

は
ず
で
す
。

多
目
的
な
ホ
ー
ル
は
必
要

厚
生
会
館
跡
地
を
ど
の
よ
う
に
利
用
す

る
か
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
貴
重
な
ご
意

見
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
主
な
ご
意
見

に
つ
い
て
の
私
の
考
え
を
左
上
の
表
に
ま

と
め
ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
ま
だ
、
さ
ま

ざ
ま
な
ご
意
見
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
聴
き
し
、
再
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
は
厚
生
会
館
の
改
修
費
用

や
建
て
替
え
費
用
な
ど
、
議
論
の
前
提
と

な
る
デ
ー
タ
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
私
は
、
平
成
十
二
年
度
予
算

に
そ
の
デ
ー
タ
の
作
成
費
用
を
盛
り
込
む

つ
も
り
で
す
。
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に

デ
ー
タ
を
作
成
し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん

に
公
表
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
と
と
も
に

も
う
一
度
お
考
え
く
だ
さ
い

文
化
創
造
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て
こ
れ
ま
で
多
く

の
人
た
ち
の
知
恵
と
思
い
が
注
が
れ
て
き

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
長
岡
市
は
事

業
の
実
施
に
つ
い
て
社
会
的
責
任
を
負
っ

て
い
ま
す
。

計
画
を
白
紙
に
戻
そ
う
と
い
う
い
ま
、

私
は
こ
れ
ま
で
係
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
み
な

さ
ん
に
十
分
な
説
明
を
し
て
ご
理
解
を
い

た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
の
報
告
を
そ
の
機
会
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
い
ま
一
度
、
私
と
と
も
に
お
考
え

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

３

意見の内容 私の見解
建物は当面造らないで、
市民が自由に使える広
場にし、将来本格的な
建物を造れば良い。

気軽に使える多目的ホールが中心部からなくなること
は、問題があります。
しかし、財政状況の改善を待ち、当面は公園的な利用
をするという考え方は十分検討に値すると思います。

現在の施設を改修して、
しばらく使い、将来建
て替える。

どの程度の改修費用で、どの程度の期間、利用可能か
という検討が必要です。

今と同じ機能の施設を
お金をあまりかけずに
造る。

どの程度の費用で建て替えが可能かという検討が必要
です。

映画館などの娯楽施設
が欲しい。

民間資金を活用して活性化を図るという観点から検討
してみる価値があります。

今後の利用についての主な意見と私の考え方

図２ 利用者数の推移（年間）
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図３ 維持管理費と使用料収入の比較 （平成10年度）
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将来は国際交流に携わりたい

米百俵財団の海外高校留学奨学生
石川育美さんが帰国報告
このほど�長岡市米百俵財団の第４期海外高校留学奨

学生の石川育美さん（国際情報高校１年）が、オースト
ラリアでの１年間の留学を終えて帰国し、留学生活を報
告してくれました。
「英語は１カ月くらいで徐々に慣れましたが、初めは
言いたいことを言えずにもどかしさを感じました。５カ
月くらいたって違和感がなくなりました。夢に出てきた
人も英語でしゃべっていましたし（笑）。
オーストラリアでは英語の勉強だけでなく、現地で一

番高い山に登ったり、
野性のカンガルーに
出会ったり、いろい
ろな体験ができてよ
かったです。将来は
外交官か、国際交流
に携わる仕事をして
みたいです」
楽しそうに留学生
活を話してくれた石
川さんは、この日、
１月末から第５期留

学生として１年間オーストラリアに留学する廣川直美さ
ん（三条商業高校１年）と話す機会もありました。廣川
さんも先輩の話を聞いて「１年間がんばっていろんなこ
とを身に付けてきたい」と留学への決意を語ってくれま
した。現地でしかできない、いろいろなことを体験して
きてほしいですね。

製品化へ専門家の声を生かそう

デザイン製品成果発表・求評会
を開催
１月17日、長岡グランドホテルを会場にデザイン製品

成果発表・求評会が開かれました。この会はデザインの
研究開発に取り組む市内の団
体が、製作した成果品を発表
し、専門家から講評を受ける
ことで、さらにデザイン開発
力と販売力の強化をしようと
行ったものです。
長岡造形大学教授の永井義

郎さんがコーディネーターを
務め、長岡産業デザイン研究
会、長岡地域仏壇協同組合、
中越鋳物工業協同組合、デザ
イナーズ・ネットワーク長岡
の４団体から発表された６つ
の成果品を、益田文和さん（㈱オープンハウス代表取締
役）と山田節子さん（㈱トゥイン代表）が講評しました。

循環バスの利用をより快適に

「西神田」に屋根付き待合
所、「立川綜合病院前」に
上屋が完成
完成した「西神田」（市内循環バス

外回り）の待合所は、デザインが大変
工夫されています。外壁にはガラスが
使われ、中のベンチに座ったままでバ
スの到着もわかります。
また、「立川綜合病院前」（外回り）

のバス停には上屋ができました。雨や
雪にもぬれずにバスの乗り降りができ、
大変好評です。

佐代さん、
金子麻耶さ
ん、水嶋妙
子さんの２
年生５人。
「おもし
ろそうだったから入部しました。思ったより楽しい（金
子部長）」と研究が進むにつれ、徐々に夢中になってい
ったそうですが、「パソコンで専門用語を使って論文を
書くのが大変だった（穂刈さん）」など苦労も多かった
ようです。１月17日に東京都で行われた表彰式には部員
全員が出席し、みんなで受賞を喜びました。
科学部では今年もさらに新たなコウホネの疑問の解明

に取り組んでいくことにしています。

▲菜
さい

木
もく

花
か

ガーデニングピット
障害者や高齢者も園芸が楽し

めるようにと長岡産業デザイン
研究会が製作。このほかに高床
花壇の「菜木花アップガーデ
ン」も発表されました。

▲「西神田」の待合所

▲

「立川綜合病院前」の上屋

▲同級生たちと（写真中央）
「最初に驚いたのはオーストラリア

が多民族国家だったということです」
（石川育美さん）

▲コウホネ
スイレン科の多年草。

ミ
ニ

ニ
ュ
ース

▲調査中の部員たち
１週間に２回くらい野外調査に行きました。野

外調査での疑問を、室内実験によって解明してい
くことの繰り返しで、研究は進んでいきました。

おめでとう！

宮内中学校科学部が
日本学生科学賞で
内閣総理大臣賞を受賞
中・高校生の科学の甲子園として知られている日本学
生科学賞で、このほど宮内中学校科学部の「気中葉・浮

葉・水中葉をもつコウホネの研
究」が全国から寄せられた2,338
点の中から最高賞の内閣総理大臣
賞に輝きました。
科学部は、育つ環境で発生する

コウホネの葉の形態に違いがある
ことをつきとめ、その違いが光の
強さによることを実験により明ら
かにしました。特にその考えを説
明するため、コウホネの鉢植えを

作り、光の強さを加減することよって、空気中でも水中
葉を発生させた点が高く評価されました。
科学部は金子陽子さん（部長）、穂刈宏美さん、久永真

生
涯
学
習
市
民
意
識
調
査
は
、

市
民
の
生
涯
学
習
に
関
す
る
活
動

の
実
態
や
意
識
を
的
確
に
把
握
す

る
た
め
、
昨
年
七
月
に
十
八
歳
以

上
の
市
民
三
千
人
を
無
作
為
抽
出

し
、
実
施
し
た
も
の
で
す
。

調
査
内
容
は
①
自
由
時
間
と
そ

の
利
用
状
況
②
学
習
活
動
の
参
加

の
実
態
③
生
涯
学
習
情
報
の
入
手

状
況
④
生
涯
学
習
関
連
施
設
に
対

す
る
要
望
の
四
つ
で
、
有
効
回
収

率
は
五
四
・
四
％
で
し
た
。
そ
の

結
果
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

自
由
時
間
が
大
幅
に
増
加

図
１
は
休
日
の
自
由
時
間
を
調

べ
た
も
の
で
す
。「
五
時
間
以
上
」

が
約
半
数
を
占
め
、
前
回
（
昭
和

六
十
三
年
）
が
三
一
・
五
％
、

前
々
回
（
昭
和
五
十
四
年
）
が
二

一
％
で
し
た
か
ら
、
市
民
の
自
由

時
間
が
こ
の
二
十
年
間
に
大
き
く

増
え
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
図

２
は
自
由
時
間
の
す
ご
し
方
を
男

女
別
に
比
較
し
た
も
の
で
す
。

８
割
が
学
習
や
活
動
を

必
要
と
考
え
て
い
る

図
３
は
学
習
や
活
動
の
必
要
性

に
つ
い
て
の
結
果
で
す
。
年
齢
別

で
は
十
代
と
五
十
代
が
必
要
と
強

く
感
じ
て
い
ま
し
た
。

図
４
は
学
習
や
活
動
に
関
す
る

情
報
の
入
手
方
法
で
す
。「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
」

は
十
代
〜
二
十
代
で
三
割
近
く
あ

り
、
情
報
収
集
の
手
段
が
多
様
化

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

市
で
は
、
平
成
十
二
年
度
に

「
第
二
次
生
涯
学
習
推
進
基
本
計

画
」
を
作
成
し
ま
す
。
そ
の
際
、

今
回
の
生
涯
学
習
市
民
意
識
調
査

の
結
果
を
活
用
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

４

生
涯
学
習
の
充
実
に
向
け
て

生生
涯涯
学学
習習
市市
民民
意意
識識
調調
査査

がが
まま
とと
まま
りり
まま
しし
たた

▲

スポーツクラブ（１月21日・市民体育館）
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7.0％

30分程度
0.4％不明
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どちらかといえば
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感じている
56.5％

強く感じている
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不明
2.7％わからない
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全く感じていない

2.2％
市
政
だ
よ
り

ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
、

パ
ン
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レ
ッ
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新
聞
、
雑
誌
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レ
ビ
、
ラ
ジ
オ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
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、

パ
ソ
コ
ン
通
信

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

保
育
所
、
幼
稚
園
、

学
校
な
ど
か
ら
の
案
内

職
場
の
社
報
、

団
体
の
機
関
紙

町
内
会
な
ど
の
回
覧
板

友
人
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か
ら
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シ
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ド
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行
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娯
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買
い
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所
づ
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、
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す
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・『生涯学習市民意識調査報告書』から抜粋（一部改変）
・『生涯学習市民意識調査報告書』は、生涯学習・体育課
�32・5110、市役所２階情報公開コーナー、各図書館な
どで閲覧できます。

図２ 自由時間のすごし方

図３ 学習や活動の必要性について

図４ 学習や活動に関する情報の入手方法

図１ 自由に使える時間（休日）



６

下
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
、
当

初
の
介
護
保
険
制
度
と
国
が
打
ち
出
し
た

特
別
対
策
と
の
比
較
を
表
で
示
し
た
も
の

で
す
。

国
は
、
介
護
保
険
制
度
実
施
に
伴
う
高

齢
者
の
新
た
な
負
担
へ
の
配
慮
か
ら
、
特

別
対
策
を
打
ち
出
し
ま
し
た
が
、
こ
の
特

別
対
策
を
実
施
す
る
か
ど
う
か
は
、
各
市

町
村
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

長
岡
市
で
は
、
こ
の
国
の
考
え
方
に
基

づ
き
、
六
十
五
歳
以
上
の
人
（
第
一
号
被

保
険
者
）
の
保
険
料
を
軽
減
す
る
方
向
で

検
討
し
て
い
ま
す
。

低
所
得
者
の
利
用
者
負
担
の
対
策
に
つ

い
て
も
、
国
の
特
別
対
策
に
準
じ
て
実
施

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
介
護
保
険
課
�
39
・

２
２
４
５
へ
ど
う
ぞ
。

保険料の軽減など

国の特別対策について
検討しています

介護保険のお知らせ⑧
シリ
ーズ

現 行 国の特別対策

65
歳
以
上
の
人
（
第

１
号
被
保
険
者
）
の

保
険
料

平成12年４月から徴収する。 ●平成12年４月から９月までの半年間は、保険料
を徴収しない。
●半年が経過した10月からの１年間は、保険料を
半額に軽減する。
●この期間中の保険料の徴収凍結と軽減にかかる
財源は、国で負担する。

40
〜
64
歳
の
人
（
第
２

号
被
保
険
者
）
の
保
険

料 健康保険や国民健康保険などの医療
保険者が、医療保険料に新たに上乗
せして、平成12年４月から徴収する。

●第２号被保険者から介護保険料を徴収する医療
保険者に対し、財政状況等を見ながら財政支援す
る。

低
所
得
者
の
利
用
者
負
担

介護サービスを利用する場合、10％
の利用者負担を支払う。

●現在、ホームヘルプサービスを利用している人
は、当面３年間は利用者負担を10％から３％に引
き下げ、その後段階的に引き上げる。
対象は、生計中心者が所得税非課税で、平成11
年度中にホームヘルパー派遣の実績があることと
する。
●障害者福祉施策でホームヘルプサービスを利用
している人が、介護保険のホームヘルプサービス
を利用する場合は、利用者負担を３％とする。

四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
介
護
保
険
制
度
を
円
滑
に
進
め
よ
う
と
、

国
で
は
特
別
対
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
国
の
特
別
対
策
の
内
容
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

７

Ｑ

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
も

保
険
料
や
利
用
料
を
支
払
う
こ

と
に
な
る
の
で
す
か
。

Ａ

支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
だ
し
、
保
険
料
や
利
用
料
相

当
額
が
、
生
活
保
護
の
扶
助
費
と
し
て
加

算
さ
れ
る
た
め
、
新
た
な
負
担
増
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

Ｑ

保
険
料
は
税
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
か
。

Ａ

保
険
料
は
社
会
保
険
料
と
し
て
、

所
得
税
お
よ
び
県
市
民
税
の
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

Ｑ

要
介
護
認
定
に
つ
い
て
の
お
知

ら
せ
が
市
政
だ
よ
り
に
あ
り
ま

し
た
が
、
介
護
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

は
要
介
護
認
定
を
必
ず
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
か
。

Ａ

介
護
保
険
の
加
入
者
（
被
保
険

者
）
全
員
が
要
介
護
認
定
を
受

け
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
要

介
護
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
に
現
在
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
て
、
四

月
以
降
も
継
続
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
予
定
の
人
は
、
お
早
め
に
要
介
護
認
定

の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ

介
護
保
険
課
か
ら
「
要
介
護
認

定
・
要
支
援
認
定
等
結
果
通
知

書
」
と
い
っ
し
ょ
に
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
計

画
の
作
成
に
つ
い
て
」
の
知
ら
せ
が
届
き

ま
し
た
が
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
。

Ａ

四
月
か
ら
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
た
め
に
は
介
護
サ
ー
ビ

ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
の
作
成
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
の
中
で
ご

案
内
し
て
い
る
市
内
の
居
宅
介
護
支
援
事

業
者
に
作
成
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

不
明
な
点
は
介
護
保
険
課
か
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。Ｑ

生
計
中
心
者
が
長
期
入
院
の
た

め
、
保
険
料
や
利
用
料
を
負
担

す
る
の
が
困
難
な
場
合
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ

生
計
中
心
者
の
失
業
や
長
期
入

院
、
死
亡
等
で
、
一
時
的
に
収

入
が
著
し
く
減
少
し
た
場
合
、
申
請
に
よ

り
保
険
料
や
利
用
料
を
減
免
で
き
る
方
向

で
検
討
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

要
介
護
認
定
の
申
請
を
し
ま
し

た
が
、
結
果
は
い
つ
通
知
さ
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ

現
在
、
申
請
し
た
人
の
訪
問
調

査
や
認
定
審
査
は
順
次
、
計
画

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

三
月
中
旬
ま
で
に
完
了
し
、
通
知
す
る

予
定
で
す
。

介
護
保
険

Ｑ
＆

Ａ

介護保険制度 地区説明会
山本地区福祉センター
２月15日�午後２時～３時30分
阪之上地区福祉センター
２月21日�午後１時30分から
福戸農村環境改善センター
２月23日�午前10時～11時30分
川崎公民館
２月26日�午後２時から
新組地区福祉センター
３月４日�午後１時30分～

３時30分

川崎地区福祉センター
３月11日�午後２時から
希望が丘地区福祉センター
３月11日�午後７時30分～

９時

老人会等の団体単位でも説明会を実施します。
希望する団体は、介護保険課�39・2245へご連絡
ください。

お
問
い
合
わ
せ
は

介
護
保
険
課

�
39
・
２
２
４
５
へ

ど
う
ぞ
。

▼介護保険制度地区説明会
（１月20日・王寺川公民
館で）



●
「
ハ
ム
・
ベ
ー
コ
ン
」
加
工

日
時
‖
２
月
23
日
�
午
前
10
時
〜

午
後
５
時

定
員
‖
20
人

参
加

料
‖
２
、５
０
０
円

持
ち
物
‖
昼

食
、
エ
プ
ロ
ン

申
し
込
み
‖
２

月
10
日
�
午
前
９
時
か
ら

●
東
山
ふ
る
さ
と
体
験
農
園

参
加
者
募
集

場
所
と
区
画
数
‖
鉢
伏
地
内
・
15

区
画
（
１
区
画
33
㎡
）

参
加
料

（
１
年
分
）
‖
４
、５
０
０
円

申

し
込
み
‖
２
月
16
日
�
ま
で
に
、

往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏
に
「
農

園
参
加
希
望
」、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
、
返
信
の
表
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て
、

〒
９
４
０
｜
０
８
２
１
栖
吉
町
３

６
７
０
ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン

タ
ー
へ
（
申
し
込
み
は
１
家
族
１

枚
、
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
花
と
緑
の
教
室

期
日
と
内
容
‖
①
３
月
11
日
�
「
サ

ギ
草
の
育
て
方
」
②
３
月
18
日
�

「
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
の
植
え
替
え
・

育
て
方
」

時
間
‖
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

会
場
‖
厚
生
会
館
第

１
小
ホ
ー
ル

講
師
‖
市
政
だ
よ

り
「
園
芸
教
室
」
担
当
・
小
林
正

夫
さ
ん

定
員
‖
①
40
人
②
70
人

参
加
料
‖
①
１
、０
０
０
円
②
無
料

申
し
込
み
‖
①
３
月
８
日
�
ま
で

②
３
月
15
日
�
ま
で

●
親
も
育
つ
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

・
お
父
さ
ん
編
（
無
料
）

日
時
‖
３
月
１
日
〜
22
日
の
毎
週

水
曜
日
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場
‖
中
央
公
民
館
４
０
１
教
室

内
容
‖
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く

環
境
〜
い
じ
め
・
不
登
校
な
ど
に

つ
い
て
、
子
育
て
に
お
け
る
父
親

の
役
割
・
母
親
の
役
割
ほ
か

対

象
‖
幼
児
、
小
学
生
の
父
親
（
母

親
も
可
）

定
員
‖
30
人

申
し

込
み
‖
２
月
23
日
�
ま
で

特
別
図
書
整
理
の
た
め
、
２
月

28
日
�
か
ら
３
月
13
日
�
ま
で
全

図
書
館
が
休
館
と
な
り
ま
す
。
本

の
返
却
は
、
返
却
ポ
ス
ト
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
２
月
15
日
�
（
中
央
図

書
館
以
外
の
分
館
は
２
月
14
日

�
）
か
ら
、
試
験
的
に
10
冊
ま
で

貸
し
出
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
読
者
の
つ
ど
い

日
時
‖
２
月
25
日
�
午
後
７
時
〜

８
時
30
分

内
容
‖
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ

イ
「
日
は
ま
た
昇
る
」

会
場
‖

講
座
室
１

●
く
ら
し
の
講
座
（
無
料
）

テ
ー
マ
‖
「
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
・
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
の
話
〜
お
い
し
い
使
い
方

や
添
加
物
な
ど
」

日
時
‖
２
月

24
日
�
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場
‖
厚
生
会
館
第
２
小
ホ
ー
ル

講
師
‖
キ
ュ
ー
ピ
ー
㈱
研
究
所
・

飛
田
昌
男
さ
ん

定
員
‖
40
人

●
お
菓
子
づ
く
り
教
室

日
時
‖
２
月
18
日
�
、
25
日
�
の

■
ド
イ
ツ
生
活
文
化
講
演
会
と

ワ
イ
ン
の
夕
べ

日
時
‖
２
月
16
日
�
午
後
６
時
30
分
か
ら

会
場
‖
長
岡
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
（
城
内
町
１
）

演
題
‖
「
ド
イ
ツ
統
一
10
周
年

東
西
ド

イ
ツ
の
ま
ち
づ
く
り
に
想
う
こ
と
」

講

師
‖
長
岡
造
形
大
学
教
授
・
曽そ

宇う

泰
子
さ

ん

参
加
料
（
飲
食
代
含
む
）
‖
３
、０
０

０
円

定
員
‖
50
人

問
い
合
わ
せ
‖
長

岡
日
独
協
会
・
中
村
さ
ん
�
32
・
０
４
３
４

■
16
ミ
リ
映
写
機
操
作
講
習
会

日
時
‖
２
月
19
日
�
午
前
９
時
〜
午
後
５

時

会
場
‖
教
育
セ
ン
タ
ー

定
員
‖
20

人

申
し
込
み
‖
２
月
７
日
�
〜
16
日
�

に
教
育
セ
ン
タ
ー
内
長
岡
地
域
視
聴
覚
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
協
議
会
�
33
・
２
０
２
２
へ

ミ
ニ

情
報

市役所 �940
-8501 幸町2の1の1 �３５･１１２２

●特に記載のないものは、電話で申し込んでくだ
さい。先着順で受け付けます。

お知らせお知らせ催し

８

ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー

�
34
・
５
３
６
０

公
園
緑
地
課
�
39
・
２
２
３
０

中
央
公
民
館
�
32
・
０
４
３
７

中
央
図
書
館
�
32
・
０
６
５
８

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�
32
・
０
０
２
２

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

�
32
・
４
４
２
９

	財長岡市芸術文化振興財団ガイド
�29・7711

■長岡国際ふゆのたびフェスティヴァル
あふれる抒情～シューベルト再訪

ふたたび

～
日時と内容＝①２月20日
午後２時から…シュテファン・ゲン
ツ・リサイタルⅠ／シューベルト、ブラームス、マーラーの歌
曲 ②２月22日�午後７時から…ガラ・コンサート／「ます」「死
と乙女」歌から器楽へ ③２月23日�・25日�午後２時と午後
７時から…歌曲マスタークラス ④２月26日�午後７時から…
シュテファン・ゲンツ・リサイタルⅡ／『冬の旅』 ⑤２月27
日
午後２時から…マスタークラス受講生リサイタル 会場＝
リリックホール・コンサートホール 出演＝シュテファン・ゲ
ンツ（バリトン）、ロジャー・ヴィニョールズ（ピアノ）、天田
美佐子（メゾ・ソプラノ）、リリック・アソシエイト・アンサン
ブル（ＳＡＷＡＱＵＡＲＴＥＴ）、長岡市民合唱団ほか 料金（全席
自由）＝単券（各１公演）…一般3,000円、学生1,500円、セッ
ト券（３公演）…一般7,000円、学生3,500円（当日各500円増）
※③の聴講と⑤の入場は無料です。

■ハイビジョン・オペラ・シアター（無料）
リヒャルト・ワーグナー作曲
「ニーベルングの指輪」（全４部作）
バイエルン国立歌劇場公演を収録したものを大型ハイビジョ
ンで上演します。
日時と内容＝①３月18日�午後３時30分～５時…プレトーク「収
録担当エンジニアが語る舞台裏」（ゲスト／録音エンジニア・濱
崎公男さん） ②３月18日�午後６時～８時30分…「ラインの
黄金」 ③３月19日
正午～午後４時…「ワルキューレ」 ④
３月19日
午後５時30分～９時30分…「ジークフリート」 ⑤
３月20日祝	午後１時～４時30分「神々のたそがれ」 会場＝リ
リックホール・シアター
※入場には整理券が必要です。整理券はリリックホール、市立
劇場、市内各プレイガイドにあります。

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

対
象
‖

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
お

お
む
ね
30
歳
以
下
の
人

講
師
‖

洋
菓
子
の
か
わ
さ
き
・
川
崎
泰
裕

さ
ん

定
員
‖
各
24
人

受
講
料

‖
各
回
１
、０
０
０
円

申
し
込
み
‖

２
月
10
日
�
か
ら

●
子
ど
も
映
画
劇
場

日
時
‖
２
月
27
日


午
後
２
時
20

分
〜
３
時
20
分

内
容
‖
ア
ニ
メ

「
魔
法
の
マ
コ
ち
ゃ
ん
」、「
日
本

昔
ば
な
し
（
一
休
さ
ん
、
文
福
茶

釜
、
た
に
し
長
者
）」

●
親
子
七
宝
焼
の
つ
ど
い

日
時
‖
３
月
５
日


午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

対
象
‖
小
学
４

年
生
〜
高
校
生
ま
た
は
親
子

定

員
‖
15
人

内
容
‖
ペ
ン
ダ
ン
ト
・

ブ
ロ
ー
チ
づ
く
り
な
ど

材
料
費
‖

３
０
０
円
〜
１
、１
０
０
円

申
し
込
み
‖
２
月
27
日


ま
で

●
パ
ソ
コ
ン
教
室

日
時
‖
３
月
25
日
�
〜
31
日
�
午

前
10
時
〜
11
時
30
分
（
計
６
回
）

対
象
‖
小
学
５
年
生
〜
中
学
生
ま

た
は
親
子

定
員
‖
10
人
（
親
子

は
２
人
で
１
台
）

参
加
料
‖
１
、

０
０
０
円

申
し
込
み
‖
３
月
12

日


〜
19
日


に
参
加
料
を
添
え

て
直
接
セ
ン
タ
ー
へ

●
ひ
な
人
形
づ
く
り

和
紙
を
使
っ
て
ひ
な
人
形
を
作

り
ま
す
。

日
時
‖
２
月
20
日


午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

対
象
‖
小
学
３

年
生
〜
高
校
生
ま
た
は
親
子

定

員
‖
20
人

材
料
費
‖
７
０
０
円

申
し
込
み
‖
２
月
13
日


ま
で

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
春
の
番
組

に
入
れ
替
え
の
た
め
、
２
月
28
日

�
か
ら
３
月
４
日
�
ま
で
お
休
み

し
ま
す
。

●
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

期
日
‖
３
月
９
日
�
〜
11
日
�
（
２

泊
３
日
）

会
場
‖
国
立
赤
城
青

年
の
家
（
群
馬
県
勢
多
郡
富
士
見

村
）

対
象
‖
市
内
在
住
ま
た
は

通
学
の
高
校
生

内
容
‖
老
人
福

祉
施
設
・
教
育
施
設
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
実

技
な
ど

定
員
‖
40
人

参
加
料
‖

７
、０
０
０
円

申
し
込
み
‖
２
月

25
日
�
ま
で

●
日
赤
救
急
法
救
急
員

養
成
講
習
会

合
格
者
に
は
、
日
本
赤
十
字
社

救
急
法
一
般
講
習
検
定
合
格
証
を

交
付
し
ま
す
。

日
時
‖
２
月
26
日
�
・
27
日


・

３
月
11
日
�
・
12
日


午
前
９
時

〜
午
後
５
時
（
計
４
回
）

会
場
‖

中
央
公
民
館

定
員
‖
30
人

受
講
料
（
教
材
費
）
‖
３
、０
０
０

円
（
初
回
に
）

■
講
演
会
「
い
い
お
母
さ
ん
を

演
じ
な
い
で
」（
無
料
）

日
時
‖
２
月
26
日
�
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
‖
け
さ
じ
ろ
荘
２
０
２
号
室
（
今
朝

白
１
）

講
師
‖
子
ど
も
の
虐
待
防
止
セ

ン
タ
ー
理
事
・
広
岡
智
子
さ
ん

問
い
合

わ
せ
‖
Ｆ
＆
Ｍ
な
が
お
か
市
民
会
議
事
務

局
・
木
内
さ
ん
�
33
・
７
９
０
５
、
樋
熊
さ

ん
�
32
・
７
６
９
８

託
児
も
あ
り
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、

21
日
�
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
大
爆
笑
浪
曲

国
本
武
春

大
当
り
ラ
イ
ブ

日
時
‖
２
月
18
日
�
午
後
６
時
30
分
か
ら

会
場
‖
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡
Ｎ

Ｃ
ホ
ー
ル

料
金
‖
３
、５
０
０
円
（
当
日

５
０
０
円
増
）

問
い
合
わ
せ
‖
長
岡
市

民
劇
場
�
35
・
９
５
３
８
（
正
午
〜
午
後
７

時
）

■
女
声
合
唱
団
み
つ
葉
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
‖
３
月
11
日
�
午
後
２
時
か
ら

会

場
‖
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ

ー
ル

入
場
料
‖
７
０
０
円

曲
目
‖
組

曲
「
遥
か
な
る
歩
み
」
ほ
か

問
い
合
わ

せ
‖
二
宮
さ
ん
�
35
・
４
５
２
５
（
団
員
も

募
集
中
）

■
建
築
文
化
講
演
会
（
無
料
）

日
時
‖
２
月
17
日
�
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
20
分

会
場
‖
長
岡
商
工
会
議
所
６
階

大
会
議
室

テ
ー
マ
‖
社
会
の
変
化
に
対

応
し
た
ト
イ
レ
環
境
の
改
善
整
備
と
街
づ

く
り

講
師
‖
㈲
設
計
事
務
所
ゴ
ン
ド
ラ

代
表
・
小
林
純
子
さ
ん

問
い
合
わ
せ
‖

長
岡
商
工
会
議
所
�
32
・
４
５
０
０

■
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
生
徒
募
集

日
時
‖
毎
月
第
２
、
第
３
火
曜
日
午
前
10

時
〜
正
午

会
場
‖
中
央
公
民
館

会
費
‖

月
４
、０
０
０
円
（
入
会
金
３
、０
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ
‖
藤
島
綾
子
さ
ん
�
33
・
０

８
２
９

９

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

�
34
・
１
３
０
５

福
祉
総
務
課
�
39
・
２
２
１
７

青
少
年
育
成
課�

32
・
０
５
８
１

高齢者趣味の教室
受講生募集

期間＝４月11日�～来年３月14日�（各講座30回）
対象＝市内在住の60歳以上の人
参加料＝4,000円（初回に、教材費別）
申し込み＝２月29日�必着で、往復はがきの往信の裏
に希望講座名、住所、氏名、電話番号、初めて参加の
人は「初めて」を、返信の表に郵便番号、住所、氏名
を記入して、〒940－0072 柳原町２の１中央公民館�
32・0437へ（申し込みは１人１講座。定員を超えた場
合は、講座間の調整や抽選を行い、３月中旬に結果を
連絡します）

※講座名の後ろの①～⑤は、日時が異なるだけで内容
が同じことを示しています。

曜日 講 座 名 定員 会 場 時 間

月

紙 人 形 ①
絵 画 ①
茶 道 ①
焼 物 ①
謡

40
45
40
40
30

勤労青少年ホーム
中 央 公 民 館

〃
〃
〃

10：00
〜

12：00

紙 人 形 ②
絵 画 ②
茶 道 ②
焼 物 ②

40
45
40
40

勤労青少年ホーム
中 央 公 民 館

〃
〃

13：30
〜

15：30

火

民 踊 ①
書 道 ①
焼 物 ③
リボンフラワー

400
100
40
45

厚 生 会 館
中 央 公 民 館

〃
〃

10：00
〜

12：00

民 踊 ②
書 道 ②
焼 物 ④
編 み 物

400
100
40
75

厚 生 会 館
中 央 公 民 館

〃
〃

13：30
〜

15：30

木

盆 栽 ①
籐 細 工
茶 道 ③
詩 吟 ①
焼 物 ⑤

80
30
40
50
40

勤労青少年ホーム
〃

中 央 公 民 館
〃

サンライフ長岡

10：00
〜

12：00

盆 栽 ②
詩 吟 ②

80
50

勤労青少年ホーム
中 央 公 民 館

13：30
〜

15：30

金

書 道 ③
俳 句 ①

100
55

中 央 公 民 館
〃

10：00
〜

12：00
俳 句 ② 55 〃 13：30～15：30

▲紙人形の教室で（１月24日）





●
市
税
等
の
納
付
は

便
利
な
口
座
振
替
で

市
税
等
の
納
付
は
、
便
利
で
確

実
な
口
座
振
替
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
納
期
ご
と
に
金
融
機
関
へ
出

向
く
手
間
が
な
く
な
り
、
納
め
忘

れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
書
は
、
市
内
の
金
融
機
関

の
窓
口
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
預

金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

振
替
の
開
始
は
、
翌
月
の
末
日

の
納
期
限
分
（
国
民
年
金
保
険
料

は
希
望
の
月
分
）
か
ら
と
な
り
ま

す
。

持
参
す
る
も
の
‖
預
金
通
帳
、
届

出
印

問
い
合
わ
せ
‖
市
税
と
下

水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
…
収
納

課
�
39
・
２
２
１
４
、
国
民
健
康
保

険
料
…
国
保
医
療
課
�
39
・
２
２
２

０
、
国
民
年
金
保
険
料
…
市
民
課

�
39
・
２
２
５
０

な
お
、
市
税
前
納
報
奨
金
制
度

と
納
税
協
力
会
を
平
成
12
年
４
月

か
ら
廃
止
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
‖
収
納
課
�
39
・
２
２

１
４

●
物
産
店
・
飲
食
店
調
査
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

観
光
・
商
工
業
振
興
の
資
料
と

す
る
た
め
、
物
産
店
、
飲
食
店
を

対
象
に
今
年
度
と
来
年
度
の
２
年

間
に
わ
た
っ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
ま
す
。

対
象
と
な
っ
た
み
な
さ
ん
に
は

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
郵
送
し
、
そ

の
後
調
査
員
が
直
接
受
け
取
り
に

伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

担
当
‖
観
光
課
�
39
・
２
２
２
１

●
国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
老
齢
基
礎
年
金
だ
け
で

な
く
、
万
一
の
と
き
の
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
も
受
け
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
、
平

成
11
年
度
の
保
険
料
は
３
月
中
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
‖
市
民
課
�
39
・
２
２

５
０

●
健
康
保
険
の

種
類
が
変
わ
っ
た
ら

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
し
た

と
き
は
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す

る
手
続
き
が
、
ま
た
職
場
の
健
康

保
険
に
加
入
し
た
と
き
は
、
国
保

を
脱
退
す
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

職
場
の
健
康
保
険
の
資
格
を
失
っ

た
の
に
、
国
保
の
加
入
手
続
き
を

し
な
い
で
い
る
と
、
未
届
け
の
期

間
に
つ
い
て
も
国
保
の
保
険
料
を

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
国
保
の
資
格
が
な
く

な
っ
た
の
に
、
そ
の
ま
ま
保
険
証

を
使
用
し
て
い
る
と
、
そ
の
間
に

市
が
負
担
し
た
医
療
費
は
返
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

手
続
き
は
変
更
の
あ
っ
た
日
か

ら
14
日
以
内
に
市
民
課
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
‖
国
保
医
療
課
�
39
・

２
２
２
０

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

ご
存
じ
で
す
か

精
神
ま
た
は
身
体
に
一
定
の
障

害
を
持
つ
子
ど
も
（
20
歳
未
満
）

を
養
育
し
て
い
る
人
に
特
別
児
童

扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
月
額
（
所
得
に
よ
る
制
限
あ

り
）
‖
１
級
（
重
度
）
…
５
１
、５

５
０
円
、
２
級
（
中
度
）
…
３
４
、

３
３
０
円

問
い
合
わ
せ
‖
福
祉

相
談
課
�
39
・
２
２
１
８

１３

ザ
ッ
ク

指
導
者
‖
長
岡
ス
キ
ー
協
会
山

岳
ス
キ
ー
部

申
し
込
み
‖
Ａ
…
２
月
９

日
�
、
Ｂ
…
２
月
23
日
�
、
Ｃ
…
３
月
１

日
�
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
参
加
料
を
添
え
て

市
民
体
育
館
へ

問
い
合
わ
せ
‖
渡
辺
鉄

男
さ
ん
�
32
・
２
８
２
８

②
苗
場
山
市
民
ス
キ
ー
登
山

期
日
‖
３
月
11
日
�
〜
12
日
�
（
１
泊
２

日
）

参
加
料
‖
１
５
、０
０
０
円

対
象
‖

ス
キ
ー
技
術
中
級
以
上
の
人

定
員
‖
30

人

申
し
込
み
‖
２
月
27
日
�
ま
で
に
参

加
料
を
添
え
て
市
民
体
育
館
へ
（
３
月
７

日
�
午
後
６
時
30
分
か
ら
市
民
体
育
館
で

説
明
会
を
開
催
）

問
い
合
わ
せ
‖
渡
辺

鉄
男
さ
ん
�
32
・
２
８
２
８

③
南
蛮
山
歩
く
ス
キ
ー
の
集
い

日
時
‖
３
月
12
日
�
午
前
９
時
〜
午
後
３

時

集
合
‖
長
岡
農
業
高
校
鷺
巣
農
場
前

参
加
料
‖
５
０
０
円

申
し
込
み
‖
３
月

６
日
�
ま
で
に
市
民
体
育
館
へ

問
い
合

わ
せ
‖
野
口
勇
さ
ん
�
32
・
８
９
０
６

■
社
交
ダ
ン
ス
初
心
者
教
室

日
時
‖
３
月
２
日
〜
６
月
29
日
の
毎
週
木

曜
日
①
午
後
６
時
30
分
か
ら
②
午
後
７
時

30
分
か
ら
、
③
３
月
６
日
〜
６
月
26
日
の

毎
週
月
曜
日
午
後
６
時
30
分
か
ら

会
場
‖

厚
生
会
館
第
２
小
ホ
ー
ル

定
員
‖
①
②

③
各
50
人

受
講
料
‖
５
、０
０
０
円
（
初

回
に
）

申
し
込
み
‖
２
月
29
日
�
ま
で

に
長
岡
市
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
協
会
・
太
刀

川
浩
一
さ
ん
�
33
・
７
５
３
９
へ

■
中
古
衣
料
品
即
売
会
（
11
月
17
日
・

18
日
開
催
）
へ
の
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

売
上
金
か
ら
15
万
円
を
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
‖
消
費
者
協
会
長
岡
支
部
�

39
・
５
０
５
０

■
雇
用
・
労
働
問
題
セ
ミ
ナ
ー（
無
料
）

日
時
‖
２
月
24
日
�
午
後
２
時
か
ら

会

場
‖
ハ
イ
ブ
長
岡
２
階
特
別
会
議
室

問

い
合
わ
せ
‖
長
岡
労
政
事
務
所
�
37
・
６
１

１
０

くくらら ししのの 情情報報 №21

書面で断ったつもりが
契約したことに…

Ｑ： 数年前、訪問販売で
紳士録を買わされた。
その業者から電話があ
り、改訂版をすすめら
れた。
断ったところ、「確
認書を送るので、購入
するかしないか、どち
らかに印をつけて送り返してほしい」と言われたので断
るつもりで記入し、署名、なつ印して送り返した。
ところが後日、改訂版の紳士録と20万円の請求書が送
られてきた。

Ａ： これは非常に巧妙なやり方です。電話で勧誘し、わざ
と断る気持ちにさせたうえで確認書を送ってきます。確
認書には「購入します」と「次回以降の発行分は一切お
断りします」とあり、後者を選ぶと「次回からは要らな
いが、今回は申し込む」というように業者が勝手に解釈
して代金を請求してくるのです。
このケースは、相談者にも確認書をよく読まなかった
という落ち度がありましたが、契約の意思はなく、勘違
いによって申し込んだことを内容証明で通知し、契約解
除できました。
確認書などで断る場合には、書類をよく読み、契約の
意思がないことをはっきりと伝えましょう。

問い合わせは消費生活センター�32・0022へ
（相談時間は午前９時30分～午後４時）

くらし

市
か
ら
の
お
知
ら
せ ▲長岡市だよりは今月から田部井

がお伝えしています

ＢＳＮラジオ「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時35分から２分間

長岡ケーブルテレビ「長岡市のお知らせ」
毎週月曜日の午後６時から４分間

ＦＭながおか「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日午前７時50分～８時、午後４時40分～47分

長岡市ホームページアドレス
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｃｉｔｙ.ｎａｇａｏｋａ.ｎｉｉｇａｔａ.ｊｐ



●
固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
は
４
月
の
予
定
で
す

平
成
12
年
度
は
固
定
資
産
税
の

評
価
替
え
の
年
で
す
の
で
、
縦
覧

期
間
は
４
月
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
３
月
号
の
市
政
だ

よ
り
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
‖
資
産
税
課
�
39
・
２

２
１
３

●
高
額
療
養
費
を

ご
存
じ
で
す
か

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
の
１
か
月
分
の
医
療
費
が
次

の
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
申
請

に
よ
り
超
え
た
分
が
高
額
療
養
費

と
し
て
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
保
険
の
き
か
な
い
差
額
ベ
ッ

ド
料
や
入
院
時
の
食
事
代
な
ど
は

除
き
ま
す
（
老
人
保
健
の
人
は
、

こ
の
制
度
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

限
度
額
（
か
っ
こ
内
は
市
民
税
非

課
税
世
帯
の
額
）
‖
６
３
、６
０
０

円
（
３
５
、４
０
０
円
）
た
だ
し
、

１
世
帯
で
12
カ
月
以
内
に
３
回
以

上
支
給
を
受
け
た
と
き
は
、
４
回

目
以
降
は
３
７
、２
０
０
円
（
２
４
、

６
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ
‖
国

保
医
療
課
�
39
・
２
２
２
０

●
平
成
11
年
度
自
治
宝
く
じ

助
成
事
業
報
告
に
つ
い
て

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝

く
じ
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
施

設
ま
た
は
設
備
に
対
し
、
助
成
を

し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
市
政
だ
よ
り
９
月
号

で
報
告
し
た
と
お
り
、
琴
平
３
丁

目
町
内
会
の
子
ど
も
み
こ
し
購
入

に
対
し
て
助
成
を
し
、
ま
た
上
除

町
町
内
会
の
み
こ
し
購
入
に
対
し

て
も
追
加
で
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
13
年
度
助
成
希
望

団
体
の
募
集
に
つ
い
て
は
、
市
政

だ
よ
り
９
月
号
で
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
‖
生
涯
学
習
・
体
育

課
�
32
・
５
１
１
０

●
防
火
管
理
講
習
（
甲
種
）

期
日
‖
３
月
８
日
�
・
９
日
�
（
２

日
間
の
受
講
が
必
要
）

会
場
‖

教
育
セ
ン
タ
ー

定
員
‖
１
２
０

人

テ
キ
ス
ト
代
‖
２
、７
０
０
円

申
し
込
み
‖
２
月
７
日
�
〜
29
日

�
ま
で
に
顔
写
真
（
縦
４
㎝
×
横

３
㎝
、
最
近
６
カ
月
以
内
に
撮
影

し
た
も
の
）
１
枚
を
添
え
て
消
防

本
部
予
防
課
�
35
・
２
１
９
０
へ

●
消
防
団
に
入
団
し
ま
せ
ん
か
！

消
防
団
は
、
地
域
の
防
災
活
動

の
要
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た

す
組
織
で
す
。
私
た
ち
の
住
ん
で

い
る
町
を
自
分
た
ち
で
守
り
ま
せ

ん
か
。

対
象
‖
18
歳
以
上
で
健
康
な
人

問
い
合
わ
せ
‖
消
防
本
部
総
務
課

�
35
・
２
１
９
２

●
救
急
講
習
会
（
無
料
）

心
肺
蘇そ

生
法
を
中
心
と
し
た
３

時
間
の
普
通
救
命
講
習
会
で
す
。

講
習
を
終
了
し
た
人
に
は
、「
普
通

救
命
講
習
修
了
証
」
を
交
付
し
ま

す
。

日
時
‖
３
月
５
日
�
午
前
９
時
〜

正
午

会
場
‖
上
川
西
公
民
館

定
員
‖
50
人

問
い
合
わ
せ
‖
消

防
署
�
35
・
２
１
９
３

特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。

長岡 市 役 所 �940-8501 幸町2の1の1 �35･1122

１４

■
市
民
イ
ン
ド
ア
テ
ニ
ス
教
室（
硬
式
）

期
日
‖
３
月
３
日
�
、
７
日
�
、
10
日
�
、

14
日
�
、
22
日
�
時
間
‖
午
後
７
時
〜

９
時

会
場
‖
市
民
体
育
館

定
員
‖
40

人

参
加
料
‖
４
、０
０
０
円
（
初
回
に
）

申
し
込
み
‖
２
月
18
日
�
必
着
で
、
往
復

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
経

験
年
数
を
記
入
し
、
〒
９
４
０
｜
０
０
９

７
山
田
１
の
４
の
14
棚
橋
義
孝
さ
ん
へ
（
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

■
講
演
会
「
子
ど
も
と
向
き
合
う
」

日
時
‖
①
２
月
24
日
�
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分
②
２
月
25
日
�
午
前
10
時
〜
正

午

会
場
‖
中
央
図
書
館
講
堂

講
師
‖

ド
イ
ツ
在
住
治
療
教
育
家
・
仲
正
雄
さ
ん

参
加
料
‖
無
料

交
流
会
‖
25
日
の
講
演

会
終
了
後
に

問
い
合
わ
せ
‖
長
岡
シ
ュ

タ
イ
ナ
ー
教
育
芸
術
の
会
�
33
・
２
８
２
４

■
ケ
ア
ハ
ウ
ス
け
や
き
の
杜

入
居
者
募
集

所
在
地
‖
上
野
町
１
０
５
９
の
２

対
象
‖

満
60
歳
以
上
で
日
常
生
活
が
自
立
し
て
い

る
人
と
軽
介
護
の
人

入
居
開
始
‖
平
成

12
年
４
月

申
し
込
み
‖
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
槇
山
け
や
き
苑
�
29
・
２
５
０
０

■
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
入
居
者
募
集

一
定
の
所
得
の
人
に
一
定
期
間
、
国
と

県
が
家
賃
補
助
を
行
う
賃
貸
住
宅
で
す
。

所
在
地
‖
寺
島
町

規
模
‖
３
Ｄ
Ｋ
、
３

Ｌ
Ｄ
Ｋ

家
賃
（
共
益
費
含
む
）
‖
月
８

万
４
千
円

家
賃
補
助
‖
最
高
月
２
万
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
‖
２
月
26
日
	

〜
３
月
６
日
�
に
新
潟
県
住
宅
供
給
公
社

�
０
２
５
・
２
８
５
・
６
１
１
１
へ

■
県
内
産
業
業
種
別
説
明
会

日
時
‖
２
月
22
日
�
午
後
１
時
〜
４
時

会
場
‖
ハ
イ
ブ
長
岡

対
象
‖
平
成
13
年

３
月
卒
業
予
定
で
、
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
を
希

ミ
ニ

情
報

人口と世帯数 住民基本台帳登録数12.1.1（前月比）

191,109人
（＋28）

94,005人
（＋5）

97,104人
（＋23）

64,202世帯
（－2）

▲上除町町内会のみこし

問い合わせ＝児童福祉課�39・2219

主任児童委員をご紹介します

子どもについての問題が起きたとき、周りに相
談できる人がいなくてどうしたらいいかわからな
い…。そんなとき、学校や児童相談所などと連携
しながら、地区民生委員・児童委員と協力して問
題の解決に向けた指導や助言を行うのが、主任児
童委員です。
秘密は固く守られますので、お子さんに関する
悩みや心配ごとなど、気軽にご相談ください。

（任期：平成13年11月まで、敬称略）

委員名 住所 電話番号
清水 陽子 柏町２ 33・7735
室賀 ひろ子 学校町１ 32・0428
小宮山多恵子 花園東１ 39・0521
遠藤 悦子 今朝白２ 32・1757
樋熊 憲子 渡里町 32・7698
高野 礼子 水道町４ 33・0680
石井 雅子 石内１ 33・3040
駒形 良枝 川崎５ 35・5136
渡辺 照子 城岡３ 24・6673
川上 芳子 摂田屋２ 33・5273
五十嵐俊子 宮内７ 36・5018
岩村 治意子 滝谷町 23・2531
大原 良子 長倉町 33・1139
西脇 真美子 永田１ 36・9071
菊地 博 宮路町 33・7773
安中 忠三 黒津町 24・4532
小西 千春 蓮潟４ 28・1257
清水 悠子 上除町 46・3021
荒木 耀子 大島本町３ 27・1081
佐藤 麗子 希望が丘１ 27・2539
高橋 信雄 深沢町 46・3489
長谷川美代子 関原町１ 46・2309
前田 義昭 青葉台２ 47・0972
中村 惠美子 蓬平町 23・2020

●
児
童
扶
養
手
当
の
請
求
は

お
早
め
に

児
童
扶
養
手
当
は
、
主
に
母
子

家
庭
（
父
が
重
度
障
害
者
の
場
合

を
含
む
）
等
の
母
な
ど
が
請
求
で

き
る
手
当
で
す
。
た
だ
し
、
受
給

要
件
に
該
当
し
て
か
ら
５
年
間
を

経
過
し
た
場
合
は
、
請
求
す
る
権

利
が
な
く
な
り
ま
す
（
昭
和
60
年

７
月
31
日
以
前
に
受
給
資
格
が
生

じ
て
い
る
人
は
、
５
年
間
経
過
し

て
い
て
も
請
求
で
き
ま
す
）。

対
象
‖
昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
①
〜
⑦
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
児
童
（
障
害
が
あ
る

場
合
は
20
歳
未
満
）
を
養
育
し
て

い
る
母
ま
た
は
養
育
者
で
、
母
子

と
も
に
公
的
年
金
の
支
給
が
な
い

人
①
父
母
が
離
婚
②
父
が
死
亡
③

父
が
重
度
の
障
害
者
④
父
が
生
死

不
明
⑤
父
か
ら
１
年
以
上
遺
棄
さ

れ
て
い
る
⑥
父
が
１
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る
⑦
母
が
未
婚
で
出
生

手
当
月
額
（
所
得
に
よ
る
制
限
あ

り
）
‖
児
童
１
人
…
４
２
、３
７
０

円
ま
た
は
２
８
、３
５
０
円
、
児
童

２
人
…
４
７
、３
７
０
円
ま
た
は
３

３
、３
５
０
円
、
３
人
目
か
ら
は
児

童
１
人
に
つ
き
３
、
０
０
０
円
加

算

問
い
合
わ
せ
‖
福
祉
相
談
課

�
39
・
２
２
１
８

１５

キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
で
ヘ
レ
ボ
ラ
ス

属
の
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
は
、
欧

州
や
西
南
ア
ジ
ア
原
産
の
宿
根
草

で
す
。
冬
咲
き
種
と
春
咲
き
種
に

大
別
さ
れ
ま
す
。

近
年
は
品
種
改
良
が
進
み
、
さ

ま
ざ
ま
な
園
芸
品
種
が
店
頭
で
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

ポ
ッ
ト
苗
の
場
合
は
、
ラ
ベ
ル

と
同
じ
花
色
の
も
の
が
咲
く
と
は

限
ら
な
い
こ
と
を
承
知
し
て
お
い

た
ほ
う
が
よ
う
で
し
ょ
う
。

育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト

（
地
植
え
）

・
場
所
…
庭
植
え
で
は
、
和
風
の

庭
に
も
洋
風
の
庭
に
も
合
い
、
ど

こ
で
も
育
ち
ま
す
が
、
適
当
な
水

分
を
も
ち
、
排
水
の
よ
い
肥
沃
な

土
地
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
植
え
付

け
前
に
石
灰
で
中
和
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

草
丈
の
低
い
種
類
は
、
東
向
き

の
軒
下
や
落
葉
樹
の
下
な
ど
に
、

20
〜
30
㎝
間
隔
に
群
植
し
て
グ
ラ

ン
ド
カ
バ
ー
に
す
る
と
、
見
事
に

な
り
ま
す
。
草
丈
の
高
く
な
る
種

類
は
、
花
壇
の
背
景
に
使
用
す
る

と
効
果
的
で
す
。

暑
さ
や
寒
さ
に
強
い
で
す
が
、

夏
の
強
光
に
弱
い
の
で
、
日
陰
に

強
い
草
花
と
組
み
合
わ
せ
て
植
え

る
の
も
楽
し
い
も
の
で
す
。

・
植
え
替
え
と
株
分
け
…
３
、
４

年
も
し
て
根
詰
ま
り
し
て
き
た
ら
、

株
分
け
を
し
ま
す
が
、
あ
ま
り
小

さ
く
分
け
ま
せ
ん
。
根
の
生
育
が

活
発
な
秋
早
く
か
、
花
後
の
春
が

よ
い
で
し
ょ
う
。

・
肥
料
…
緩
効
性
肥
料
を
元
肥
と

し
て
施
し
、
春
に
は
液
肥
を
追
肥

し
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

（
鉢
植
え
）

・
鉢
と
用
土
…
７
〜
10
号
く
ら
い

の
大
き
め
の
深
鉢
を
用
い
、
赤
玉

土
に
腐
葉
土
２
、
３
割
を
加
え
、

元
肥
と
し
て
マ
グ
ア
ン
プ
Ｋ
な
ど

の
緩
効
性
肥
料
を
、
土
１
ｌ
に
３

ｇ
ほ
ど
混
入
し
ま
し
ょ
う
。

毎
年
初
冬
の
こ
ろ
、
軽
く
増
土

を
し
て
や
る
と
、
次
第
に
大
株
に

な
り
、
見
事
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

・
置
き
場
所
…
生
育
期
に
は
、
日

光
の
当
た
る
所
に
置
き
ま
す
。

夏
は
強
光
を
避
け
て
木
陰
に
移

動
し
ま
し
ょ
う
。

冬
は
寒
風
の
当
た
ら
な
い
日
だ

ま
り
か
、
窓
越
し
の
日
光
の
当
た

る
所
に
置
き
ま
し
ょ
う
。

（
寄
せ
植
え
）

店
頭
に
苗
が
見
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
ら
、
寄
せ
植
え
で
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

深
め
の
容
器
に
、
腐
植
質
に
富

ん
だ
排
水
性
の
良
い
培
養
土
を
使

い
ま
し
ょ
う
。

寒
さ
に
強
い
、
常
緑
の
コ
ニ
フ

ア
ー
や
シ
ロ
タ
エ
ギ
ク
、
小
作
り

の
ハ
ボ
タ
ン
、
パ
ン
ジ
ー
、
プ
リ

ム
ラ
類
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
み

ま
せ
ん
か
。

秋
か
ら
春
ま
で
緩
効
性
の
固
形

肥
料
の
置
き
肥
を
し
て
や
り
ま
す
。

水
の
乾
き
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

（
殖
や
し
方
）

一
度
に
た
く
さ
ん
の
苗
を
育
て

る
に
は
、
タ
ネ
で
殖
や
し
ま
す
。

開
花
中
に
花
粉
を
つ
け
て
や
る

と
よ
く
結
実
し
ま
す
。

晩
春
に
熟
し
た
種
子
は
、
ア
リ

に
よ
っ
て
地
中
深
く
運
ば
れ
る
た

め
、
発
芽
率
が
少
し
落
ち
ま
す
。

ま
た
、
せ
っ
か
く
採
取
し
た
種
子

な
の
に
、
播
種
を
忘
れ
る
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
り
ま

き
を
し
ま
し
ょ
う
。

赤
玉
土
の
小
粒
を
単
用
で
バ
ラ

ま
き
し
、
覆
土
を
し
て
軽
く
お
さ

え
ま
す
。

寒
冷
紗
な
ど
で
覆
っ
た
り
し
て
、

発
芽
ま
で
乾
か
さ
な
い
よ
う
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

翌
春
に
発
芽
し
、
順
調
に
育
て

ば
、
そ
の
翌
年
の
春
に
は
花
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

▲

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ

春
を
呼
ぶ
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ

耐
雪
性
に
も
強
く
「
雪
起
こ
し
」
の
和
名
の
と
お
り
、
早
春

に
は
雪
を
も
ち
あ
げ
て
咲
く
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
。
丈
夫
で
育

て
や
す
く
、
庭
植
え
と
し
て
木
陰
の
下
草
に
植
え
ら
れ
た
り
、

寄
せ
植
え
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

花
色
の
パ
ス
テ
ル
調
の
色
彩
で
、
人
気
上
昇
中
で
す
。

●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
厚
生
会
館
わ
き
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
に
て

〇152

望
す
る
学
生
な
ど

問
い
合
わ
せ
‖
商
業

振
興
課
�
39
・
２
２
２
８

■
子
ど
も
相
談
会
（
無
料
）

不
登
校
、
発
達
の
遅
れ
等
の
問
題
に
医

師
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
個
別

に
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
‖
３
月
２
日
�
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

会
場
‖
教
育
セ
ン
タ
ー

対
象
‖

子
ど
も
と
そ
の
家
族

問
い
合
わ
せ
‖
悠

久
荘
臨
床
心
理
室
・
服
部
さ
ん
、
高
橋
さ

ん
�
24
・
３
９
３
０

■
精
神
保
健
福
祉
相
談
会
（
無
料
）

日
時
‖
２
月
14
日
�
午
後
１
時
30
分
〜
３

時

内
容
‖
精
神
科
医
師
に
よ
る
精
神
一

般
相
談
（
予
約
制
）

会
場
・
申
し
込
み
‖

長
岡
保
健
所
�
33
・
４
９
３
１

姉妹都市フォートワース
夏期派遣高校生・引率教師募集

夏休みを利用してフォートワースでホームス
テイ、英会話研修、異文化体験をしてみません
か。２月初旬に各高校へ募集要項を配布します。

各プログラムとも参加費のほかに、食費など
の自己負担金が必要。引率教師は退職者も可。

申し込み＝２月25日
金までに国際文化課内
�長岡市国際交流協会事務局�39・2207へ

プログラム名 期 間 定 員 参加費
（生徒のみ）

原信サマースカラ
シッププログラム

7月15日�
〜

7月24日
10日間

高校生 10人
引率教師 ２人 無 料

グローバルリーダ
ーズプログラム 7月15日�

〜
7月31日
17日間

高校生 10人
引率教師 ２人

10万円
（予定）

ＥＳＬプログラム 高校生 10人
引率教師 ２人

15万円
（予定）



日
�
必
着
で
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
ふ
り
が
な
、
年
齢
、
性
別
、

職
業
、
電
話
番
号
、
消
費
者
と
し

て
一
番
関
心
の
あ
る
こ
と
を
一
言

書
い
て
、
〒
９
４
０
｜
０
０
６
２

大
手
通
１
の
４
の
10
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
�
32
・
０
０
２
２
へ
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
地
域
間
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
て
選
考
し
ま
す
）

●
市
民
献
血
（
全
血
献
血
）

長
岡
き
た
ま
ち
献
血
ル
ー
ム
で

は
、
毎
日
献
血
が
で
き
ま
す
（
成

分
献
血
は
予
約
が
必
要
で
す
）。

受
付
時
間
‖
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
５
時

問
い
合
わ
せ
‖
長
岡
き

た
ま
ち
献
血
ル
ー
ム
�
29
・
２
３
５

０●
65
歳
以
上
の
人
の

基
本
健
康
診
査（
個
別
健
診
）

対
象
‖
昭
和
10
年
４
月
１
日
以
前

生
ま
れ
の
人

内
容
‖
高
血
圧
、

心
臓
病
、
糖
尿
病
、
肝
臓
病
、
腎

臓
病
、
高
脂
血
症
、
貧
血
、
動
脈

硬
化
症
の
検
査

健
診
機
関
‖
市

内
の
医
療
機
関
（
内
科
等
）

負

担
金
‖
無
料

期
間
‖
２
月
29
日

�
ま
で

持
ち
物
‖
基
本
健
康
診

査
個
人
記
録
票
（
シ
ル
バ
ー
受
診

券
）、
保
険
証

●
４
か
月
児
・
10
か
月
児

健
康
診
査
（
無
料
）

３
月
の
対
象
‖
４
か
月
児
…
平
成

11
年
11
月
生
ま
れ
、
10
か
月
児
…

平
成
11
年
５
月
生
ま
れ

日
時
‖

母
子
保
健
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
参
照

持
ち
物
‖
受
診
票
（
母
子
保
健
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
い
ま
す
）、

母
子
健
康
手
帳
、
保
険
証
、
赤
ち
ゃ

ん
の
尿
（
10
か
月
児
の
み
）

●
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

年
に
一
度
忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ

う
。
市
内
の
医
療
機
関
（
子
宮
が

ん
…
産
婦
人
科
、
乳
が
ん
…
外
科
）

で
直
接
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
‖
30
歳
以
上

期
間
‖
２
月

29
日
�
ま
で

料
金
‖
子
宮
頸
部

が
ん
１
、７
０
０
円
、
子
宮
頸
部
・

体
部
が
ん
２
、５
０
０
円
、
乳
が
ん

７
０
０
円

●
女
性
健
康
診
査
（
無
料
）

家
庭
や
職
場
で
健
康
診
査
を
受

け
る
機
会
の
な
い
、
昭
和
35
年
４

月
２
日
〜
57
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人
が
対
象
で
す
。

日
時
‖
２
月
16
日
�
・
17
日
�
午

後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場
‖
健

康
セ
ン
タ
ー

内
容
‖
血
圧
測
定
、

尿
、
肥
満
、
貧
血
、
高
脂
血
症
な

ど
の
検
査

申
し
込
み
‖
会
場
で

●
あ
な
た
の
健
康
相
談
室

肥
満
や
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高

脂
血
症
等
の
人
の
食
事
、
か
ら
だ

や
心
の
心
配
ご
と
、
健
康
に
関
す

る
こ
と
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

前
日
ま
で
に
電
話
予
約
の
う
え
、

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

会
場
‖
健
康
セ
ン
タ
ー

時
間
‖

午
後
１
時
15
分
〜
３
時

１７

み
‖
２
月
７
日
�
〜
18
日
�
に
申
込
書
を

寺
泊
老
人
ホ
ー
ム
�
75
・
２
０
３
８
へ

■
母
と
子
の
つ
ど
い
（
無
料
）

日
時
‖
２
月
23
日
�
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
‖
健
康
セ
ン
タ
ー

対
象
‖
３
歳
児

と
保
護
者

内
容
‖
臨
床
心
理
士
・
鈴
木

か
お
り
さ
ん
の
講
話
、
親
子
遊
び

定
員
‖

50
組

申
し
込
み
‖
２
月
９
日
�
か
ら
健

康
課
�
32
・
５
０
０
０
へ

■
再
就
職
希
望
登
録
者
交
流
会（
無
料
）

「
わ
く
わ
く
ト
ー
ク
」

日
時
‖
２
月
24
日
�
午
後
１
時
30
分
〜
４

時

会
場
‖
中
央
公
民
館

定
員
‖
30
人

申
し
込
み
‖
�
21
世
紀
職
業
財
団
新
潟
事

務
所
�
０
２
５
・
２
４
９
・
５
６
６
０

■
介
護
保
険
ぜ
み
な
あ
る

日
時
‖
２
月
26
日
�
午
後
２
時
〜
４
時

内
容
‖
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ま
ち
だ
園

園
長
・
丸
山
和
成
さ
ん
の
講
演
「
こ
れ
か

ら
ど
う
な
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
」、
質
疑
応
答

定
員
‖
１
０
０
人

会
場
・
申
し
込
み
‖

ま
ち
だ
園
�
39
・
３
９
２
７

■
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

日
時
‖
２
月
23
日
�
午
前
10
時
〜
午
後
４

時

会
場
‖
ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡
（
弓
町
１
）

内
容
‖
長
寿
社
会
を
楽
し
く
生
き
る
〜
生

き
が
い
づ
く
り
〜
ほ
か

定
員
‖
50
人

参
加
料
（
テ
キ
ス
ト
、
昼
食
代
含
む
）
‖

２
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
‖
�
新
潟
県
長
寿
社
会
振
興
財
団
�
０

２
５
・
２
８
５
・
１
４
０
０

■
旧
長
岡
赤
十
字
病
院
の

解
体
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た

11
月
末
ま
で
旧
長
岡
赤
十
字
病
院
（
日

赤
町
２
）
の
解
体
撤
去
工
事
が
行
わ
れ
ま

す
。
大
型
重
機
や
ト
ラ
ッ
ク
が
出
入
り
す

る
の
で
、
通
行
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
‖
長
岡
赤
十
字
病
院
�
28
・
３

６
０
０

健康
健
康
課（
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

�
32
・
５
０
０
０

2/23
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期
日

糖
尿
病
の

食
事
相
談

栄
養
相
談

内

容

栄
養
士

保
健
婦

栄
養
士

保
健
婦 担

当

2/9



心
の
健
康
精
神
保
健
福
祉
相
談
員

保
健
婦

11
�

３/４
�

期
日

ジ
ャ
ス
コ

長
岡
店

ダ
イ
エ
ー

長
岡
店

会

場

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

午
後
０
時
30
分
〜
４
時

時

間

楽しみましょう
笑顔でくらす健康はつらつ人生

～お年寄りの医療費が増加しています～

お年寄りの医療費は、若い人たちの医療保険
料や税金なども含め、社会全体で支える仕組み
になっています。今、この医療費の増加による
負担のために、制度の維持が困難な状況になっ
てきています。
趣味などを広げ、楽しい生活を送ることが、
健康を維持するとともに老人医療制度を守るこ
とにもつながります。
健康で豊かな生活をだれもが望み、願ってい
ます。“笑顔でくらす健康はつらつ人生”、もう
一度みんなで考えてみませんか。

担当＝国保医療課�39・2220 ５ ６ ７ ８ ９ 10

150

100

50

0

金額

年度

長岡市の老人保健医療給付額

老人医療給付額（単位：億円）
１人当たり（単位：万円）

女女性性のの健健康康相相談談（（無無料料））
専門の知識を持った相談員（保健婦、

助産婦、思春期相談員）が、からだのこ
とや心配ごとの相談に応じます。思春期
や性に関する悩みをお持ちの人もご相談
ください。秘密は厳守します。男性もご
相談ください。
相談日 毎月第２・４土曜日午後１時～

４時（祝祭日の場合は休み）
相談方法 〔電話相談〕

相談専用番号�39・9357
（相談日以外は通じません）
〔面接相談〕
事前に�39・2204（平日）
へ予約してください。

相談場所 長岡市けさじろ荘
（今朝白１の10の27）

問い合わせ＝企画課女性政策班
�39・2204

●
平
成
12
年
度

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
募
集

〜
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

あ
な
た
の
声
を
〜

消
費
者
の
立
場
か
ら
、
く
ら
し

に
つ
い
て
考
え
た
り
、
生
活
用
品

の
価
格
を
調
査
し
た
り
し
て
い
た

だ
く
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

男
性
・
女
性
を
問
い
ま
せ
ん
。

仕
事
の
内
容
‖
①
価
格
調
査
（
月

１
回
）
②
会
議
、
講
座
へ
の
出
席

（
平
日
の
日
中
開
催
）
③
情
報
の

提
供
ほ
か

応
募
資
格
‖
市
内
在

住
の
20
歳
以
上
の
人

任
期
‖
４

月
〜
来
年
３
月

募
集
人
数
‖
20

人

謝
礼
‖
年
額
１
２
、０
０
０
円

（
予
定
）

応
募
方
法
‖
２
月
18

１６

■
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修

（
２
級
課
程
）
受
講
者
募
集

期
間
‖
４
月
８
日
〜
９
月
30
日
の
毎
週
土

曜
日

会
場
‖
長
岡
看
護
福
祉
専
門
学
校

（
深
沢
町
）
定
員
‖
３
級
課
程
を
修
了
し

た
30
人

受
講
料（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）‖

３
８
、０
０
０
円

申
し
込
み
‖
２
月
22
日

�
必
着
で
往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏
に
「
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
課
程
受
講
希
望
」、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
職

業
、
電
話
番
号
、
３
級
資
格
取
得
年
月
日

を
、
返
信
の
表
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
を
記
入
し
て
〒
９
４
０
｜
２
１
３
５
深

沢
町
２
２
７
８
の
８
長
岡
医
療
と
福
祉
の

里
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
合
会
�
47
・
２
２
３
３

へ
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■「
道
の
相
談
室
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

新
潟
県
の
道
に
つ
い
て
の
あ
ら
ゆ
る
相

談
に
応
じ
ま
す
（
電
話
は
平
日
の
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
５
時
、
フ
ァ
ク
ス
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
は
24
時
間
受
付
）。

相
談
先
‖
�
０
１
２
０
・
１
０
６
・
４
９
７
、

�
０
２
５
・
２
６
５
・
６
１
４
８
、

■
20
世
紀
の
写
真
を
集
め
て
い
ま
す

町
や
村
の
風
景
や
人
々
の
く
ら
し
ぶ
り

な
ど
が
撮
影
さ
れ
た
写
真
を
お
持
ち
で
、

提
供
可
能
な
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
‖
文
書
資
料
室
内
長
岡
郷
土

史
研
究
会
�
36
・
７
８
３
２

■
長
岡
栃
尾
三
古
立
寺
泊
老
人
ホ
ー
ム

職
員
募
集

採
用
予
定
日
‖
平
成
12
年
４
月
１
日

職

種
と
人
数
‖
事
務
職
１
人

受
験
資
格
‖

昭
和
35
年
４
月
２
日
〜
昭
和
56
年
４
月
１

日
に
生
ま
れ
た
人
で
、
社
会
福
祉
主
事
資

格
認
定
を
有
す
る
人
ま
た
は
取
得
見
込
み

の
人

試
験
日
‖
２
月
28
日
�
申
し
込

ミ
ニ

情
報

長 岡 市 役 所 940-8501 幸町2の1の1 �35･1122

特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。

～職員募集のお知らせ～

●図書館司書（非常勤嘱託職員）
採用予定日＝平成12年４月１日 職種と人員＝司書５人 受験資
格＝昭和35年４月２日～昭和55年４月１日に生まれた人で、司書
資格を有し、または有する見込みで、市立図書館に通勤可能な人
報酬＝月額140,000円程度 勤務時間＝土・日を含む交替制勤務（１
日原則８時間、月16日程度、早番・遅番あり） 試験日＝２月24
日� 申し込み＝２月１日�～17日�に教育総務課�39・2238へ

●�財長岡市企業公社（臨時職員）
採用予定日＝平成12年４月１日 職種と人数＝施設管理職員12人
程度（それぞれ社会・雇用保険に加入） 受験資格＝昭和12年４
月２日～昭和20年４月１日に生まれた人 勤務時間＝土・日・祝
日を含む交替制勤務 試験日＝２月23日� 申し込み＝２月７日
�～18日�に�長岡市企業公社（市役所幸町分室内）�32・6220
へ

●�財長岡市体育協会（臨時職員）
採用予定日＝平成12年４月１日 職種＝①管理職員②スポーツ・
レクリエーション指導員（それぞれ社会・雇用保険に加入） 受
験資格＝①昭和12年４月２日～昭和20年４月１日に生まれた人で、
普通自動車免許を有する人②昭和40年４月２日以降に生まれた人
で、大学（大学院を除く）または短期大学において「体育」に関
する専門課程を履修した人もしくは在学中運動部に所属していた
人および社会体育の専修学校専門課程（人事院が国家公務員採用
Ⅱ種試験の受験資格として認めたもの）を卒業もしくは卒業見込
みの人 勤務時間＝土・日・祝日を含む交替制勤務 試験日＝２
月24日� 申し込み＝２月９日�～18日�に�長岡市体育協会事
務局（市民体育館内）�34・2700へ

募 集 施 設 採用予定人数 雇用期間 業 務 内 容 賃金日額
市営スキー場（サマーボブスレー）

８人程度 ４月～
11月

サマーボブスレー等維持管理業務

6,650円
〜

6,750円

東山ファミリーランド

施設維持管理、受付
および使用料徴収業
務等

ニュータウンいこいの広場

大手口駐車場

４人程度 ４月～
来年３月サンライフ長岡

勤労者体育センター

職 種 採用予定人数 雇用期間 業 務 内 容 賃金日額

管理職員 若干名
４月～
来年３月

４月～11月

施設の維持管理、受付お
よび使用料徴収事務等

6,270円
〜

6,650円

指 導 員 若干名 ４月～
来年３月

施設管理
トレーニング指導
各種事業計画の策定等

7,870円

事業主のみなさんへ

ダイオキシン法が施行されました
ダイオキシン類による環境汚染を防止するため、
１月15日から「ダイオキシン類対策特別措置法」が施
行されました。次の施設を設置している、または今
後設置する事業場は、届出や測定が必要になります。
１ 規制対象となる施設
�１大気関係
①廃棄物焼却炉②焼結鉱製造用焼結炉
③製鋼用電気炉④亜鉛回収用施設⑤ア
ルミニウム合金製造用施設 ※廃棄物
焼却炉は、炉の火床面積が0.5㎡以上ま
たは焼却能力が50㎏／時以上のもの
�２水質関係
①硫酸塩パルプまたは亜硫酸パルプ製
造用塩素系漂白施設②塩化ビニルモノ
マー製造用二塩化エチレン洗浄施設③
アルミニウムまたはその合金製造用施設にかかる廃
ガス洗浄施設、湿式集じん施設④廃ＰＣＢ等または
ＰＣＢ処理物の分解施設⑤ＰＣＢ汚染物またはＰＣ
Ｂ処理物の洗浄施設⑥上記施設を設置する事業場か
ら排出される水の処理施設⑦上記施設にかかる下水
を処理する下水道終末処理施設
２ 規制の内容
①排出基準等の遵守②排出ガス・排出水中のダイオ
キシン類による汚染状況の測定③特定施設の届出な
ど
問い合わせ＝長岡保健所環境課�33・4937

市役所環境政策課�39・2227
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新
年
恒
例
の
「
市
政
も
の

し
り
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
」

へ
、
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
は
昨
年
よ
り
約
百
通
も
応
募

が
増
え
、
担
当
者
を
は
じ
め
広
報

課
一
同
、
感
激
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
は
、
長

岡
市
の
市
章
を
型
ど
っ
て
制
作
し

ま
し
た
。
こ
の
市
章
は
、
戊
辰
戦

争
、
長
岡
空
襲
と
二
度
の
戦
災
か

ら
不
死
鳥
の
よ
う
に
立
ち
上
が
り
、

復
興
を
遂
げ
た
長
岡
市
を
表
現
し

た
も
の
で
す
。
例
年
と
は
違
っ
た

デ
ザ
イ
ン
は
い
か
が
で
し
た
で

し
ょ
う
か
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
正
解
は
、
今

年
八
月
一
日
に
関
原
町
に
開
館
す

る
「
県
立
歴
史
博
物
館
」。
館
長

に
は
、
先
月
号
で
森
市
長
と
対
談

し
た
長
岡
市
出
身
の
國
學
院
大
學

教
授
、
小
林
達
雄
さ
ん
が
就
任
し

ま
す
。

博
物
館
の
建
物
は
ほ
ぼ
完
成
。

開
館
に
向
け
て
展
示
作
業
が
進
ん

で
い
ま
す
。
館
内
に
は
縄
文
時
代

の
く
ら
し
が
再
現
さ
れ
る
ほ
か
、

縄
文
文
化
の
資
料
な
ど
も
展
示
さ

れ
る
予
定
で
す
。

さ
て
、
応
募
は
が
き
に
は
、
イ

ラ
ス
ト
が
描
か
れ
た
も
の
や
写
真

シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
た
も
の
な
ど
、

個
性
的
な
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
毎
年
応
募
し
て
く
れ
る

人
も
い
る
よ
う
で
、「
今
年
こ
そ
は

当
た
り
ま
す
よ
う
に
」
と
い
う
コ

メ
ン
ト
の
入
っ
た
は
が
き
も
あ
り

ま
し
た
。

抽
選
の
結
果
は
下
欄
の
と
お
り

で
す
。

残
念
な
が
ら
当
選
し
な
か
っ
た

み
な
さ
ん
、
ご
め
ん
な
さ
い
。
あ

き
ら
め
ず
に
ま
た
来
年
も
応
募
し

て
く
だ
さ
い
ね
。
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・青柳 輝子 （関原町５）

・池田 章子 （希望が丘南５）

・江口 猛 （下山２）

・太田 勝博 （宝５）

・小山 正一 （関原町１）

・野村 信子 （春日１）

・服部 フミイ（下々条町）
・三村 秀夫 （美園２）

・山� 敏子 （東坂之上町３）

・山代 健 （四郎丸１）

※シャープペンシルの当選者（30人）の発
表は、賞品の発送をもってかえさせていた
だきます。

テレホンカード当選者（敬称略）正
解
は

ケ
ン
リ
ツ
レ
キ
シ

ハ
ク
ブ
ツ
カ
ン

（
県
立
歴
史
博
物
館
）

で
し
た

応募総数 746通

正 答 率 96.1％

お正月特別企画 市政ものしりクロスワード

フファァイイヤヤーーババーードド
当選者発表！

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
応
募
と

一
緒
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
多

く
の
ご
意
見
、
ご
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
期
待
や
激

励
の
声
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
、

充
実
し
た
紙
面
づ
く
り
を
進
め
ま

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
市
政
だ
よ

り
を
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

今
月
号
で
は
、
た
く
さ
ん
の
は

が
き
の
中
か
ら
、
少
し
だ
け
ご
紹

介
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
ご
協
力
を
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１９

園芸教室の記事をスクラップに
鷲尾和彦さん（西千手３）

山や草木が大好きで、
暇を見つけて山へ出かけ
ます。
園芸教室の記事は、草

花を育てるのにとても役
立ち、毎月切り抜いてノ
ートにスクラップして保
存しています。
とてもわかりやすい解

説なので、これからもこ
の園芸教室を続けてもらいたいですね。

子どもも楽しめるような広報を
渡貫さとみさん（高見１）

１月号のようにクロ
スワードなどがあると、
中２と小５の子どもと
一緒に、市政だよりを
楽しむことができます。
うちの子どもは自然
観察に興味があるので、
一番最初にお知らせの
ページに目を通し、観
察会には積極的に参加
しています。

これからも、子どもからお年寄りまですべての市
民が楽しめるような紙面づくりを心掛けてください。

１．市政だよりを

２．１月号の記事で
印象に残ったものは？
新春対談 289
市長の市政報告 178
介護保険のお知らせ 77
平成11年度の予算執行状況 66
市政ニュース 50 お知らせ 17 その他 41

３．市政だよりにご意見を
「園芸教室」のファン、「自然観察」のファン、
「ながおかのまち再発見」のファン 31
毎月クロスワードを掲載してほしい 26
表紙の感じがいい 14
活字を大きくしてほしい 11
市政報告が楽しみだ 10
もっと市民の顔や声を 10
子ども向けのページがほしい ６ その他 28

ほとんど読まない 12
1.6％

ときどき読む 73
10.2％

市
長
の
公
約
の
一
つ
「
市
政

の
ガ
ラ
ス
張
り
化
」
の
と
お

り
、「
お
知
ら
せ
」
を
詳
し

く
し
て
く
だ
さ
い
。

関
原
町
３

75
歳

無
職

「
森
市
長
の
市
政
報
告
」
が

毎
月
楽
し
み
で
す
。

東
宮
内
町

57
歳

会
社
員

市
政
だ
よ
り
は
市
民
の
大
切

な
情
報
源
。
こ
れ
か
ら
も
盛

り
だ
く
さ
ん
の
情
報
を
お
願

い
し
ま
す
。

南
七
日
町
32
歳
ピ
ア
ノ
講
師

県
営
屋
内
プ
ー
ル
の
予
定
地

は
、
私
の
家
の
そ
ば
。
完
成

し
た
ら
泳
ぎ
に
行
き
た
い
で

す
。弓

町
２

13
歳

中
学
生

市
政
だ
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト

た
く
さ
ん
の
声
を

ど
う
も
あ
り
が
と
う

▲はがき一枚一枚に目を通す森市長（１月21日）

回答
７１８通

いつも読む 633
88.2％


